
 

   令和元年度 人権の集い さがみはら を開催します 
 
市民の皆様に人権尊重の重要性及び必要性について理解を深めていただき、もって人権尊重

意識の普及高揚を図ることを目的として、「人権の集い さがみはら」を開催しますのでお知ら
せします。 
 

１ 日 時 
  令和２年１月１１日（土） １３時３０分から１６時まで 
               ※ 開場は１３時から 

２ 会 場 
  相模原市立あじさい会館ホール 
  （相模原市中央区富士見６－１－２０） 

３ 主 催 
相模原人権啓発活動地域ネットワーク協議会 
（横浜地方法務局相模原支局、相模原人権擁護委員協議会、相模原市） 

４ 内 容 
＜第１部＞ 
全国中学生人権作文コンテスト 相模原地区優秀作品発表会 

＜第２部＞ 
 人権啓発講演会 「変化＝進化」（講師 大前光市さん） 
リオパラリンピックの閉会式などにも出演した、義足のプロダンサー・大前光市さんが、

人としての個人差を「個性」と捉えることの難しさと素晴らしさについてダンスパフォーマ
ンスも交えながらお話しします。 
 ※ 大前光市さんのプロフィールなどは、別添チラシの裏面をご参照ください。 

５ 定 員 
  ２５０名（申込順・入場無料） 

６ 申込方法 
  令和２年１月５日（日）までに相模原市コールセンターに電話でお申し込みください。 
  相模原市コールセンター 電  話 ０４２－７７０－７７７７ 
              受付時間 ８時～２１時（年中無休） 
  ※ 定員（２５０名）になり次第受付終了となります。 

 

令和元年１２月２日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

人権・男女共同参画課 

電話 042-769-8205（直通） 

対応責任者 松上 
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リオパラリンピック
閉会式でパフォーマ

ンス

大前 光市大前 光市
お お ま えお お ま え こ う い ちこ う い ち

義足のプロダンサー義足のプロダンサー

相模原人権啓発活動地域ネットワーク協議会（横浜地方法務局相模原支局、相模原人権擁護委員協議会、相模原市）

全国中学生人権作文コンテスト
相模原地区優秀作品発表会

第1部
13:30～14:00

人権啓発講演会
第2部
14:10～16:00

お申込み 相模原市コールセンター

TEL 042-770-7777　
受付時間
8:00～21:00（年中無休）

お問い合わせ
TEL 042-769-8205　FAX 042-753-9413
相模原市役所 人権・男女共同参画課

お申込み期間 ※定員（250名）になり次第
   受付終了となります。12月1日（日）～　1月5日（日）令和

元年
令和
２年

開演13:30～16:00（開場13:00）

（土）令和
２年1/11

主催 

相模原市中央区富士見6-1-20 ※あじさい会館周辺の市施設駐車場は2時間を超えた場合有料となります。

入場
無料

相模原市立あじさい会館ホール

定 員
250名

（申込順）
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1979年生まれ岐阜県出身。

大阪芸術大学でクラシックバレエを学ぶ。本格的なコンテンポラリーのテクニックや、

振付のメソッドも習得し、在学中から注目を集める。

卒業後、プロダンサーとしてスタートを切った24歳の時、交通事故で左膝下を切断。

片足でも踊り続けるために、ヨガや武道、新体操など幅広いジャンルの動きを学ぶ。

さらに、作品に合わせて長短様々な義足を使い工夫することで、

世界にふたつとないダンススタイルを築く。

2016年、リオデジャネイロパラリンピック閉会式にてソロダンスを踊る。

2017年、国際パラリンピック委員会が主催するパラダンススポーツ・ポーランド大会と

ドイツ大会にて金メダル、10月の世界選手権では銀メダルを獲得。

パラスポーツの分野でも注目を集めている。メディアへの出演も多数。

大前光市さんからのメッセージ

令和元年度 人権の集い さがみはら

大前 光市
お お ま え こ う い ち

義足のプロダンサー
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義足のプロダンサー

　不慮の事故により毎日が絶望的な日々となり、一時は

夢を諦めました。人と会うのも嫌になりました。自分の

意志と思うように動かない体に葛藤し、それでも少しず

つ前を向いて生きた先には、過去の自分では見ることが

できなかった夢に満ちた人生が待っていました。

　運命を変えていく人たちとの出会い。「かかしのダン

サー」となった日から現在までの生き様、新たな夢に満

ちた未来へのお話をいたします。

　人として個人差があることを「個性」としプラスへと

考えること。そう思うことがどれだけ難しくも素晴らし

いことなのか。

　障害者だけでなく、未来へ不安を抱く方々に勇気と希

望を感じていただければ幸いです。


